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コラム 6：将来の科学技術と社会の関係性についての専門家の認識と現状

生成 AI の急速な発展と社会への浸透が注目を

浴びるなど、新興科学技術の正負の影響が議論さ

れている。科学技術と社会の関係性が将来どのよう

に変化していくと専門家は認識しているか又現状は

どうか、科学技術・学術政策研究所(NISTEP)が行っ

た調査を基に紹介する。 

将来については、第 12 回科学技術予測調査の

結果を用いる。予測調査の一環として行ったデルフ

ァイ調査の中で、今後 30 年間の科学技術と社会の

関係性の変化について、研究側と社会側のそれぞ

れで質問した。調査対象は産官学の専門家であり、

6,231 名が回答した。 

現状については、NISTEP で実施している研究者

への意識調査(NISTEP 定点調査 2024)の結果を用

いる。本調査では、研究者は社会との関係性をどの

ように深めているのかの現状を聞いている。調査対

象は研究開発に取り組む研究者であり、1,223 名が

回答した。 

(1)研究側における変化

「今後 30 年間における科学技術と社会の関係に

ついて、研究側の変化としてどのような変化が強く

なると考えるか」（コラム図表 6-1 参照）という質問に

対して、「研究活動の様々なプロセスにおいて、積

極的に社会とのコミュニケーションを取り入れる（対

話）」を選択した回答者が最も多かった（37.4％）。

次いで、社会との対応においてより義務的なニュア

ンスを含む「社会の期待・ニーズに応じた研究を行

うことが要請される（服従）」を選択したのは30.6％で

あった。これとは対照的に、研究者の自律性がより

広がる「社会を考慮しながらも、研究者自身の興味

関心や、自律性がより重視される（自律）」を選択し

たのは 23.4％であった。研究者の自由を重視する

「社会に関係なく、知識生産によりまい進している

（無視）」を選択したのは 3.8％と少数であった。 

年代別の違いに注目すると、「対話」を選択した

のは 30 代以下では 32.1％であったが、それ以上の

年代層は 38％以上であった。「服従」は 30 代以下

の 37.2％が選択し、年代が若くなるほどより多く選

択された。「自律」及び「無視」は、60 代以上では、

それ以外の年代よりも多く選択された。 

【コラム図表 6-1】 今後 30 年で期待される研究側

の変化 

注： 
「今後 30 年間に、科学技術と社会の関係はどう変化するとお考えです
か？ 研究側の変化として、どのような変化がより強くなると考えるか、お
答えください。（自身の専門分野に関して最も近いものを１つ選択）」への
回答。 
資料： 
「第 12 回科学技術予測調査 科学技術等の中長期的な将来予測に関す
るアンケート調査（デルファイ調査）」，調査資料-346，文部科学省科学技
術・学術政策研究所． 
参照：コラム表 6-1 

(2)社会側における変化

続いて、「今後 30 年間における科学技術と社会

の関係について、社会側の変化としてどのような変

化が強くなると考えるか」（コラム図表 6-2 参照）とい

う質問に対しては、「社会は、科学技術の推進にお

ける対話・合意形成を求める（合意）」を選択した回

答者が最も多かった（36.9％）。次いで、「社会は、

科学技術への関心が低く、その成果をたんたんと受

容する（無関心）」が 25.1％であった。「社会は、科

学技術に対する期待・信頼を高め、その推進を委

任している（信頼・委任）」を選択したのは 19.7％、

「社会は、科学技術の推進への懸念・批判や対立

的姿勢を強める（批判・対立）」は 11.6％であった。 

年代別の違いに注目すると、「合意」を選択した

割合は年代が高いほど多く、60 代以上（44.0％）と

30 代以下（27.1％）では大きな差があった。これとは

逆の方向性を持ったのが「無関心」であり、年代が

低いほどより選択された（30 代以下の 33.2％、60 代

以上の 17.3％）。「信頼・委任」については年代間で

大きな差はなかった。「批判・対立」は 30 代以下で

は 16.9％であったが、それ以外の年代は 10-11％

程度であった。 
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30 代以下の回答者で、社会は「無関心」となる、

あるいは「批判・対立」を深めると認識する割合が、

他の世代よりも大きいことが注目される。 

 

【コラム図表 6-2】 今後 30 年で期待される社会側

の変化 

注： 
「今後 30 年間に、科学技術と社会の関係はどう変化するとお考えです
か？ 社会側の変化として、どのような変化がより強くなると考えるか、お
答えください。 （自身の専門分野に関して最も近いものを１つ選択）」への
回答。 
資料： 
コラム図表 6-1 と同じ 
参照：コラム表 6-2 

 
(3)全体としての変化の方向性 

研究側の変化と社会側の変化の回答を組み合わ

せると、全体としてどのような変化の方向性が見える

か（コラム図表 6-3）。研究側が、「対話」あるいはより

義務的に「服従」という形で社会に歩みより、同時に

社会側も「合意」を求めるか「無関心」にたんたんと

受け入れるとした「研究者側の社会側への歩み寄り」

が全体の 45.1％と最も多かった。研究者側が歩み

寄る状況で、社会から「信頼・委任」されるとしたの

は 11.1％であったが、逆に社会からの「批判・対立」

が高まるとしたのは 8.6％であった。 

また、研究側が「自律」度を高める又は知識生産

へまい進し社会を「無視」するが、社会側が「合意」

を求める、あるいは「批判・対立」を強めるとした「研

究側と社会側のすれ違い」は 10.1％であった。同じ

状況で、社会側も科学に「無関心」になるとしたのは

7.7％であり、そうであっても社会からは「信頼・委任」

されるとしたのは 8.3％であった。 

 

(4)現状における研究者の社会との関わり

（NISTEP 定点調査 2024 より） 

これまで紹介したのは、今後 30 年後に起こりうる

科学と社会の関係性変化の方向性についての専門

家の認識に関する調査結果であった。 

次に、現状ではどのような変化が起きているのか、

研究側の変化のみであるが紹介する。ただし、回答

者も目的も異なる別の調査であることに注意された

い（文末のデータについての説明を参照）。 

NISTEP 定点調査 2024 では、深掘調査（研究活

動と社会との関係）において、過去 5 年間の自身の

研究活動について、社会や市民と能動的につなが

る機会があったかについて尋ね、あった場合にその

機会の頻度の変化について聞いている。 

回答者の大半が社会や市民と能動的につながる

機会があったと回答したが、年代別に見ると、年代

の高い回答者ほど機会があったと答える割合は大

きかった（コラム図表 6-4）。 

機会があったとした回答者のうち、約半数以上が、

過去 5年間に頻度が増加していると答えた。年代別

に見ると、30 代以下では 62％、40 代では 58％と、

それより上の年代よりも増加していると答えた割合が

大きかった（コラム図表 6-5）。 

【コラム図表 6-3】 研究側と社会側の変化の期待の交絡 
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注及び資料： 
コラム図表 6-1 と同じ。 
参照：コラム表 6-3 

 

【コラム図表 6-4】 自身の研究活動における社会

や市民と能動的につながる機会

の過去 5 年間の有無（調査年：

2024 年） 

注： 
「自身の研究活動における社会や市民と能動的につながる機会の過去 5
年間の有無」への回答。 
資料： 
「科学技術の状況に係る総合的意識調査（NISTEP 定点調査 2024）報告
書」, NISTEP REPORT No.204, 文部科学省科学技術・学術政策研究所 
参照：コラム表 6-4 

 
【コラム図表 6-5】 自身の研究活動における社会

や市民と能動的につながる機会

や頻度の過去 5年間の変化（調査

年：2024 年） 

注： 
「自身の研究活動における社会や市民と能動的につながる機会や頻度
の過去 5 年間の変化」への回答。コラム図表 6-4 で「社会や市民と能動
的につながる機会があった」を選択した回答者のみの集計。 
資料： 
コラム図表 6-4 と同じ。 
参照：コラム表 6-5 

 

(5)まとめ 

本コラムでは、第 12 回科学技術予測調査におけ

る、将来の科学技術と社会の関係性についての専

門家の認識についての調査結果とともに、NISTEP

定点調査 2024 の深掘調査における、現状での研

究活動と社会との関係についての実態を紹介した。 

第 12 回科学技術予測調査の結果からは、研究

側が「対話」あるいは「服従」という形で社会に歩み

より、同時に社会側も「合意」を求めるか、あるいは

「無関心」にたんたんと科学技術を受け入れるとした

「研究側の社会側への歩み寄り」が 45.1％と最も多

かった。年代別で見ると、若い世代ほど、研究側の

社会への歩み寄りの程度がより強くなる「服従」と答

えた割合が大きく、また、社会は科学技術に対して

より「無関心」になると認識する割合が大きかった。 

回答者は異なるが、研究活動において社会や市

民と能動的につながる機会が増えている実態につ

いては、NISTEP 定点調査 2024 の深掘調査からも

確認ができた。回答者の大半が社会や市民と能動

的につながる機会が過去 5 年の間にあったと回答

し、そのうち、約半数がそれらの機会の頻度が増し

ていると回答した。より若い世代ほど、その割合は大

きかった。 

これらの結果からも、現在までの変化としても、社

会や市民と能動的につながる機会が増えている実

態が明らかになったとともに、今後 30 年においても

その傾向は続き、研究側が社会に歩み寄る形でコミ

ュニケーションを深めていくという認識を持つ専門

家が多いことが分かった。ただし、将来認識につい

ては年代間で大きな差が見られることから、全体の

趨勢も今後変化していく可能性がある。そのため、

引き続き推移を注視する必要があると考えられる。 
 
全体注： 
[第 12 回科学技術予測調査デルファイ調査] 
今後 30 年間の科学技術等の未来を展望する調査として、多数の専門家
の見解を収集するため、デルファイ法による大規模アンケート調査を実施。 
産学官の専門家を対象に、学協会 90 団体以上、researchmap (JST)の登
録者やユーザー、NISTEP の運営する科学技術専門家ネットワーク等に
回答を依頼した。1 回目（2024 年 6 月 20 日～7 月 31 日）に 6,073 名、2
回目（2024 年 8 月 19 日～9 月 25 日）に 4,761 名が参加した。本コラムで
対象とした設問は全分野の回答者を対象とした共通質問として 1 回目調
査のみに設定されており、回答者は 6,231名である（共通質問のみに答え
た回答者もいるため、デルファイ調査の回答者よりも多い）。 
科学技術予測・政策基盤調査研究センター，「第 12 回科学技術予測調
査 科学技術等の中長期的な将来予測に関するアンケート調査（デルファ
イ調査）」，調査資料-346，文部科学省科学技術・学術政策研究所．DOI: 
https://doi.org/10.15108/rm346 
 
[科学技術の状況に係る総合的意識調査（NISTEP 定点調査 2024）] 
NISTEP 定点調査は、第一線で研究開発に取り組む研究者や有識者へ
の継続的な意識調査を通じて、我が国の科学技術やイノベーション創出
の状況変化を把握する調査である。毎年一回、同一のアンケート調査を
同一集団に継続実施している(一部、調査時点の情勢を踏まえた深掘調
査も実施しており、本コラムでは NISTEP 定点調査 2024 で実施した「研究
活動と社会との関係」の深掘調査のデータを用いて集計を行った )。
NISTEP 定点調査 2024 は、2024 年 9 月 17 日～2025 年 1 月 6 日にオン
ライン調査として実施した。調査全体での調査票送付者数 2,204 名に対し
て 1,891 名から回答を得た(回答率 85.8％)。 
「科学技術の状況に係る総合的意識調査（NISTEP 定点調査 2024）報告
書」, NISTEP REPORT No. 204, 文部科学省科学技術・学術政策研究所. 
DOI: https://doi.org/10.15108/nr204 

（岡村 麻子） 
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